
コンバータ方式の比較

小型 MEMS センサーのショッカクチッ
プは平面だけでなく曲面にも実装可能、
さらに外装材質を変えることで感度な
ども自由に設定できる

最初の開発品となったショッカク
キューブ、試作品も合わせ現在は全 4
種類を販売

遠い星からの電波を地上 2点で受け、到達時間差をは
かることで 2点間の距離や天体までの距離を割り出す
際に使われている「ADS3000＋」。天文台向けの製品

ル
の
周
波
数
帯
と
重
ね
ら
れ

る
の
で
、
従
来
の
倍
の
容
量

の
信
号
を
送
信
で
き
、
高
速

通
信
が
可
能
に
な
る
と
い

う
。　
　

Ｆ
Ｄ
Ｍ（
直
交
周
波
数
分
割

多
重
方
式
）」
と
呼
ば
れ
る

同
社
の
コ
ア
技
術
を
使
っ
た

も
の
だ
と
い
う
。

　

Ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｍ
は
無
線
通
信
で

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
際
の
変

調
方
式
の
ひ
と
つ
で
、
テ
レ

ビ
の
ほ
か
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
Ｗ

ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
も
幅
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。
信
号
を
拡
散
さ

せ
ず
に
、
広
い
範
囲
の
周
波

数
を
複
数
チ
ャ
ネ
ル
に
分
割

し
、
い
っ
せ
い
に
信
号
を
送

る
の
が
特
徴
だ
。

　

こ
の
方
法
だ
と
ひ
と
つ
の

チ
ャ
ネ
ル
が
使
う
周
波
数
帯

の
半
分
を
、
ほ
か
の
チ
ャ
ネ

　

産
業
・
医
療
用
ロ

ボ
ッ
ト
に
使
わ
れ
る

セ
ン
サ
ー
需
要
が
拡

大
し
て
い
る
。
な
か

で
も
注
目
さ
れ
る
の

は
触
覚
機
能
だ
。
人

間
と
機
械
を
つ
な
ぐ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
、

双
方
の
情
報
を
や
り
取
り
す

る
機
能
だ
。
現
在
、
こ
の
分

野
で
急
成
長
中
な
の
が
タ
ッ

チ
エ
ン
ス
（
株
）。
自
社
開

発
の
小
型
セ
ン
サ
ー
部
品
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
製
造
・

販
売
し
、
設
立
か
ら
わ
ず
か

２
年
目
に
し
て
販
売
先
は
50

社
以
上
、
コ
ン
タ
ク
ト
先
は

７
０
０
社
以
上
に
な
り
、
業

界
で
は
「
は
や
く
も
１
歩
先

を
行
っ
た
」
と
評
判
に
な
っ

て
い
る
要
注
目
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
だ
。

　

同
社
が
最
初
に
開
発
し
た

の
は
、
世
界
初
と
な
る
埋
め

込
み
型
柔
軟
触
覚
セ
ン
サ
ー

「
シ
ョ
ッ
カ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」。

こ
れ
は
ウ
レ
タ
ン
素
材
の
や

わ
ら
か
い
外
装
を
持
ち
、
３

次
元
方
向
の
変
位
検
出
が
可

能
と
い
う
も
の
。「
セ
ン
サ
ー

自
体
が
柔
軟
に
変
形
す
る
の

で
、
マ
ッ
ト

レ
ス
な
ど
の

柔
軟
な
肉
質

外
装
に
埋
め

込
み
、
つ
ね

る
、
な
で
る

と
い
っ
た
動

作
を
加
え
て

も
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
た
違
和
感

が
な
く
、
自

途
と
し
て
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ

の
底
に
埋
め
込
み
、
デ
ー
タ

を
得
る
ほ
か
携
帯
端
末
や

ゲ
ー
ム
機
の
入
力
デ
バ
イ
ス

な
ど
に
も
幅
広
く
応
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
そ
う
だ
。

ま
た
「
現
在
ま
で
大
手
を
含

む
メ
ー
カ
ー
数
十
社
に
納
品

し
て
お
り
、
と
く
に
自
動
車

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
専
用
の
装

置
を
開
発
し
て
ほ
し
い
と
い

う
オ
ー
ダ
ー
を
も
ら
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
社
の
母
体

と
な
っ
て
い
る
の
は
１
９
３

７
年
創
業
の
老
舗
金
属
部
品

メ
ー
カ
ー
（
株
）
佐
竹
製
作

所
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
、

開
発
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る

の
は
東
京
大
学
大
学
院
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
で
得
た
特

許
技
術
。
成
長
す
る
民
生
ロ

然
な
手
触
り
を
実
現
で
き
る

の
が
大
き
な
特
徴
。
医
療
用

ベ
ッ
ト
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
、
自
動
車
シ
ー
ト
に
埋
め

込
む
こ
と
で
、
使
用
者
の
体

の
動
き
を
正
確
に
検
知
し
、

製
品
開
発
の
際
に
は
貴
重
な

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
」
と
尾

方
謙
一
社
長
は
説
明
す
る
。

　

最
近
は
「
も
っ
と
小
さ
い

モ
ノ
に
も
使
え
る
セ
ン
サ
ー

を
」
と
い
う
声
に
応
え
て
製

品
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
で
き
あ
が
っ
た
の
が
電

子
部
品
に
機
械
構
造
を
組
み

込
ん
だ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
微
小
電

子
機
器
シ
ス
テ
ム
）
技
術
に

よ
る
「
シ
ョ
ッ
カ
ク
チ
ッ

プ
」。
指
先
に
乗
る
ほ
ど
の

サ
イ
ズ
で
「
業
界
最
小
、
最

薄
、
最
軽
量
。
２
㍉
角
の
シ

リ
コ
ン
チ
ッ
プ
に
微
細
な
ピ

エ
ゾ
抵
抗
（
物
体
に
応
力
を

加
え
た
と
き
に
変
化
す
る
電

気
抵
抗
）
を
３
軸
方
向
に
配

置
す
る
こ
と
で
高
感
度
検
知

を
実
現
し
た
」
と
い
う
。
用

　

コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ
（
株
）

は
無
線
機
器
開
発
技
術
、
高

速
信
号
処
理
開
発
技
術
を
軸

と
し
て
、
官
民
向
け
に
実
験

機
器
を
開
発
、
製
造
し
た
り

研
究
成
果
の
製
品
化
を
提
案

す
る
ほ
か
、
異
業
種
企
業
と

共
同
で
新
製
品
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

研
究
向
け
で
は
国
の
機
関

を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
に
、

最
新
の
機
器
・
製
品
を
供
給

し
て
い
る
。「
地
上
デ
ジ
タ

ル
（
地
デ
ジ
）
放
送
・
通
信

関
連
の
実
験
機
の
開
発
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
、
伊
藤
武
司

社
長
に
よ
る
と
、こ
れ
は「
Ｏ
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「イブニングサロンNEWS」を発行する会
事務局・東方通信社
TEL：03-3518-8844　

次代を担う成長産業
関東発のエコ技術が勢揃い

2013年 8月

Vol 23
求む Innovation Partners!!

イブニングサロン公式Web  www.innovationpartners.jp/nonagase/evening.htm

コ
ン
バ
ー
タ
方
式
」
が
あ
り
、

１
コ
ン
バ
ー
タ
方
式
は
高
効

率
で
部
品
点
数
も
少
な
く
す

む
も
の
の
、
電
流
に
わ
ず
か

な
変
動
（
リ
プ
ル
）
が
残
る

た
め
チ
ラ
つ
き
が
起
こ
り
や

す
く
、
健
康
面
で
の
悪
影
響

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
で
は
交
流
を
直
流
に
一

旦
変
換
し
た
後
、
さ
ら
に
リ

プ
ル
を
減
ら
す
た
め
に
直
流

を
交
流
に
変
換
す
る
回
路
を

追
加
し
た
２
コ
ン
バ
ー
タ
方

式
で
対
応
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
新
開
発
の
回
路

で
は
「
電
源
回
路
技
術
、
と

く
に
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
に

関
す
る
技
術
を
応
用
し
、
１

コ
ン
バ
ー
タ
方
式
に
よ
る
回

路
の
検
討
を
重
ね
、
オ
ペ
ア

ン
プ
（
演
算
増
幅
器
）、Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ（
金
属
系
の
電
界

効
果
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
）
な
ど

い
く
つ
か
の
部
品
を
追
加
す

る
だ
け
で
ゼ
ロ
・
リ
プ
ル
を

実
現
し
、
効
率
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
な

く
チ
ラ
つ

き
を
な
く

す
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
な
っ

た
」
と
い

う
。

　

メ
リ
ッ

ト
と
し
て

は
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器

具
を
製
造

す
る
際
に

は
約
30
㌫

の
部
品
点

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
チ
ラ
つ
き
を
な
く
す

回
路
を
開
発
製
造
コ
ス
ト
削
減
と

省
エ
ネ
に
寄
与

サ
ン
ケ
ン
電
気
株
式
会
社

コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社

タ
ッ
チ
エ
ン
ス
株
式
会
社

　

昨
年
の
東
京
電
力
に
つ
づ

き
、
４
月
か
ら
は
関
西
電
力

も
値
上
げ
を
開
始
す
る
な

ど
、
電
気
料
金
の
引
き
上
げ

が
全
国
的
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
産
業

界
、
民
間
と
も
に
節
電
や
省

エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
が
一
段

と
す
す
み
そ
う
な
勢
い
だ
。

と
り
わ
け
も
っ
と
も
手
軽

に
、
素
早
く
効
果
が
あ
が
る

と
い
う
こ
と
で
各
所
で
需
要

が
増
え
て
い
る
の
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
だ
。
こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
着

目
し
た
電
気
機
械
器
具
の
製

造
・
販
売
な
ど
を
行
う
サ
ン

ケ
ン
電
気
（
株
）
は
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
チ
ラ
つ
き
を
な
く

す
コ
ン
バ
ー
タ
」
を
開
発
し

た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
は
供

給
さ
れ
た
交
流
電
流
を
直
流

に
変
換
す
る
コ
ン
バ
ー
タ
が

搭
載
さ
れ
て
い
る
。
電
力
変

換
を
行
う
方
法
に
は
、
変
換

を
１
回
行
う
「
１
コ
ン
バ
ー

タ
方
式
」
と
２
回
行
う
「
２

数
削
減
が
可
能
に
な
り
、
低

コ
ス
ト
化
に
寄
与
で
き
る
」

と
。
ま
た
「
基
板
の
小
型
化

に
よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

か
ら
２
コ
ン
バ
ー
タ
方
式
を

採
用
で
き
ず
、
チ
ラ
つ
き
を

甘
受
し
て
い
た
小
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
な
ど
で
も
快
適
な
明
か

り
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
」そ
う
だ
。
現
在
は
各
メ
ー

カ
ー
に
提
案
を
重
ね
て
い
る

状
況
だ
が
「
い
ず
れ
各
社
か

ら
オ
フ
ァ
ー
が
く
る
」
と
自

信
タ
ッ
プ
リ
だ
。

　

同
社
で
は
こ
の
回
路
を
、

同
じ
く
自
社
製
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
駆

動
用
Ｉ
Ｃ
と
組
み
合
わ
せ
て

提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

年
度
は
月
２
０
０
万
個
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
駆
動
用
Ｉ
Ｃ
の
売
上
げ

拡
大
を
見
込
ん
で
い
る
と
い

う
。
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工場、事業所、家庭など、各所で進むＬＥＤ照明への切り替え

佐竹製作所とタッチエンス、双方の代表を務める
尾方社長。「触覚センサーの市場規模は 2025 年ま
でに現在のおよそ4倍となる400 億円までに成長
する見込み」という

開
発
進
む
小
型
触
覚
セ
ン
サ
ー

分
野
で
急
成
長
中
の
産
学
連
携

ベ
ン
チ
ャ
ー

地
デ
ジ
チ
ッ
プ
、
信
号
処
理
装

置
な
ど
供
給
。
小
ぶ
り
だ
が
強

い
完
結
型
の
独
立
メ
ー
カ
ー

ボ
ッ
ト
市
場
に
参
入
し
、「
後

発
で
も
競
争
力
が
持
て
る

か
、
大
手
参
入
の
可
能
性
が

少
な
い
市
場
規
模
で
独
占
で

き
る
か
を
吟
味
し
、
さ
ら
に

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
独
自
の
産

学
官
連
携
ス
キ
ー
ム
も
整
え

た
」
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、

急
成
長
の
裏
に
は
こ
の
よ
う

な
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
事
業
基

盤
や
戦
略
、
狙
い
を
定
め
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
隠
さ
れ

て
い
た
の
だ
。
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